
ノ
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行
　
　
館
次
番

溌
　
　
民
　
　
－

日
号
公
清

　
0
　
　
　
町
　
　
代

1
5
代
沢

朝
9
松
　
松

簿
　
郡
富

照
第
城
　
話

　
矛
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷　松代印刷所

　
　
　
　
　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
七
、
八
三
〇
万
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
教
育
費
二
、
二
四
一
万
円
ー
（
一
般
会
計
予
算
の
二
九
妬
）
ー
，

懲
三
月
吉
か
ら
青
間
町
馨
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
昭
和
三
洪
年
璽
般
会
叢
入
蕾
当
潔
算
他
二
二
器

爺
護
繰
毅
謹
離
殿
難
騨
蘂
鋸
獲
糧
銚
無
翰
講
銃
…
…

…
…
…
ヨ
せ
る
三
三
五
、
〇
五
六
、
蓋
九
円
と
い
う
総
予
算
と
な
っ
た
．
　
　
　
　
、
　
　
…
…
二

一

一一一一般会計●特別会計あわせて一〃一・’鳳

　　　　　　　　　　　　　＼．
ン〃’一一総額1億3千万冊〃・一》

　　　予算款別集計表
　　　　　く歳　　入＞

㎜
＼
＼

款 本年度予算額 前年度予算額 増減（△）

1市　町　村　　税 　　円24，365，780 　　哩・23，042，020 　　円1，323，760

2地方　交　付税 1　35，170，0‘）0 30，500，000 4，670，000

3公営企業・財産収入 54282， 48，117 6，165

4分担金及び負担金 1，332，00（》， ・　1，172，000 160，000

5使用料及び手数料 3，805，600 1496000，　　　　，
2，309，600

6国　庫支　出、金 2，891，800 2，440，603 451，197

7県　支　出　　金 935，122 3，999，002 △3，063，880
8寄　　　附　　　金 3，659，000 1，620，000 2，039，000

9繰　　　越　　　金 1，112，173 1，奄120，｛83 508，310

10雑　　　収　　　入 4，975，850 957，000 4，018，850

歳　　入　　合　　計 78，301，607 66，895，225 11，406，382

議
第
一
号
　
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
徴

　
収
条
例
の
制
定

議
第
二
号
　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

出＞＜歳

款 本年度予算額 前年度予算額 増　減（△）

円 円 円

1議　　　会　　　費 1，265，696 ，1，169，609 96，087

2役　　　場　　　費 14，971，915 13，165，293 1，806，622

3警　察・消　防費 2，320，900 5．3281288 △3，007，388
4土　　　木　　　費 7，077，794 5，967，115 1，110，679

5教　　　育　　　費 22，412，173一 18，499，656 3，912，517

6社会及び労彷施設費 8，448，340 3，965，625 ．4，482，715
7保　健　衛　生　費 1，896，1｛3 1，642，813 253，300

8産　業　経済　費 8，117，704。 10，852，291 △2，744，587
9・財　　　産　　　費 569300　，

132，402 136，898

10統　計　調　査　費 237，220 285，820 △　　　48，600

11選　　　挙　　　費 232175　，
176，150 56，025

12公　　　債　　　費 4，642，000 3，800，000 842000　，
13諸　　支　出　金 5，060，247 1，500，133 4，460，114

14予　　　備、　　費 150，000 100，000 50，000

　歳　出　合　計
一

78，301，607 66，895，225 皿，406，382

議
第
三
号
　
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

　
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定

議
第
四
号
　
松
代
町
職
員
定
数
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
第
五
号
　
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

　
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③



②

議
第
六
号
　
松
代
中
学
校
寄
宿
舎
の
改

　
築
に
つ
い
て
、
延
一
三
七
坪

　
△
本
舘
ー
木
造
二
階
建
屋
根
亜
鉛
引

　
　
　
　
鉄
板
葺
、
建
坪
六
三
坪
延
一

　
　
　
　
二
六
坪

　
△
便
所
i
木
造
平
屋
建
屋
根
亜
鉛
引

　
　
　
　
鉄
板
葺
、
建
坪
一
一
坪

　
△
総
工
事
費
　
三
七
五
万
円

議
第
七
号
　
寄
附
採
納
に
つ
い
て

　
　
松
代
中
学
校
寄
宿
舎
改
築
費
に
学

　
区
よ
り
七
五
万
円
の
指
定
寄
附

議
第
八
号
　
寄
附
採
納
に
つ
い
て

　
　
松
代
簡
易
水
道
布
設
事
業
費
に
松

　
代
嘱
託
員
他
一
＝
一
名
よ
り
二
ご
一

　
万
円
指
定
寄
附

議
第
九
号
　
松
代
町
固
定
資
産
税
臨
時

　
増
徴
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
△
百
分
の
○
・
六
増
徴
さ
れ
る
の
で

　
　
百
分
の
二
で
賦
課
さ
れ
る
（
税
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
は
三
十
五
年
度
も
増
徴
さ
れ
て
お

る
の
で
同
じ
）

議
第
十
号
　
松
代
簡
易
水
道
布
設
に
つ

　
い
て

議
第
十
一
号
　
松
代
簡
易
水
道
布
設
事

　
業
に
伴
う
収
支
経
理
の
た
め
の
特
別

　
会
計
設
定
に
つ
い
て
・

議
第
十
二
号
、
松
代
町
水
道
事
業
給
水

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
△
策
二
十
一
条
に
規
定
さ
れ
た
使
用

　
　
料
は
別
表
参
照

議
第
十
三
号
　
松
代
簡
易
水
道
事
業
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

　
△
予
算
総
額
　
一
九
、
五
五
四
、
○
○

　
　
○
円

議
第
十
四
号
，
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

　
算
（
款
別
集
計
表
参
照
）

議
第
十
五
号
　
特
別
会
計
国
民
健
康
保

　
険
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算

　
△
予
算
総
額
　
三
一
、
一
九
八
、
二
二

　
　
八
円

議
第
十
六
号
　
特
別
会
計
国
民
健
康
保

　
険
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
，

　
△
予
算
総
額
六
、
○
〇
二
、
七
二
四
円

議
第
十
七
号
　
松
代
町
財
政
調
整
積
立

　
金
条
例
の
制
定

議
第
十
八
号
　
農
山
漁
村
振
興
施
設
積

　
立
金
設
置
条
例
の
制
定

議
第
十
九
号
　
年
度
内
一
時
借
入
金
に

　
つ
い
て

　
△
借
入
金
額
　
一
千
万
円

議
第
二
〇
号
　
起
債
に
つ
い
て

　
△
六
百
九
〇
万
以
内
、
松
代
簡
易
水

　
　
道
事
業
費
に
充
当

議
第
一
二
号
　
公
営
住
宅
管
理
条
例
の

、
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
二
号
　
財
産
取
得
に
つ
い
て

　
△
松
代
中
学
校
敷
地
二
、
八
三
二
、

　
　
一
五
坪
の
買
収

1
－
i
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●
「
」
〔

3台が予算95万円で購入、池之畑、滝沢、中子に配置さ

で防火用水槽9基（内学校用1基）が整備される。

7坪1，600，800円の砂利が布敷させる。　②町道新設改良

1，000円の経費で施行される。⑧府県道工事分担金とし

　＠融雪災害道路復旧工事が11件、その経費415，150円

事費468，000円。

工事経費40万円。　②山卒中学校屋体屋根葺替工事

414，000円。　⑧松代中学校寄宿舎改築工事375万円

500人分賃金1，327，500円。　②砂利運搬自動車借上

金印紙買上金2，800人分420万円。

薦
費
翫

　
　
　
設

ン購入費317，900円。　②伝染病舎組合負担金30万円。

断費24万円じ　⑧鼠族昆虫駆除薬品代138，000円。

酬5名分57万円。

助成金551，000円。②ブルトーザー運転手並常雇人夫賃

トーザー燃料585，000円。④ブルトーザー修繕料93万円

力撤粉機9台購入639，000円。⑥ブルトーザー原債償却

険料42万円

還金並びに利子4，642，000円。

②郡町村会負担金272，900円計へ繰出金4，555，450円。

』■■圏置一一噛■圏■■D一■顧一■醐■一・■一

1◎警察浴防費
1　小型動力ポガ
1　れる他、2・万円1

ll◎土　木　費
1　　　①町道34路線に181

1　　　工事が11個所1，92
1　　　て100万円の支出。

1　　　⑤室野地内護岸工l

ll◎教　育　費
1　　　①蒲生小学校便所
1　　　給食室改造工事2・

1◎社会及ぴ労伽鰯

51　　　①失対事業就労者
1　　　料47万円。　⑧国

1　◎保健衛生費
1　①予防接種ワクチ
1　⑧結核定期健康診I

ll④松代病院騰

i◎産業経済費
1　　　①防除協議会活動
1　　　75万円。　⑧ブル

1　⑤下刈機3台、動
1　積立金4・3，2・・円。

ll◎財　産　費
1　　　　町有物権共済保

1◎公　債　費
1　長期債借入金償

1◎諸支出金
1　　　①簡島水道工事会

llq一』一＿r，＿。一＿一一＿’



へ

y

水道使用料金表
超過料金
1立方米に付

基本料金（1ケ月につき）

28円

28

28

28

使用料
　　　　200円

　　　　600

　　1000
　　　，

　　1200　　　，

28円500円

　水　　　　量

使用水量10立方米まで

　〃　20立方米まで

　〃　40立方米まで

　〃　60立方米まで

1戸につき使用水量
16立方米まで

　使用料寧

用途
種　別

用
用
用
校
用

　
　
　
業
厚

般
業
営
衛
院

　
　
　
舘
公
・

一
営
旅
官
病
＼

＼　＼

専用

共用
20円1基につき（1ケ月）メーター使用料

昭
和
三
十
六
年
度
松
代
町
財
政
状
況

支出企
亀β92，円5・69％

翼支出金
＼　955，円し19％
　分泊峨掴，金

、　も808．円篇5％

（
歳
　
入
　
の
　
部
）

癒国障
響、
・＿痩破潔．

　　　1すミ’閃珊

　　　・45，18％・・

1熾1付税

～淵
ノ
鰍金邸脇円
　　　　4。‘ワ％

（
歳
　
出
　
の
　
部
）

細縦
幻引f興：l　l二遡麺蛭童ご
24’45％・

1ご二1　　　　48’041，円

弾、、　　　　6‘．55％．
騨
．

ぎ
魏
．

驕
錦醗

阿
”
v
誘
置

汐　　
　
＝
ミ
ρ
円

　
　
積
立
金

　
　
　
⑳
a
七
，
円
・

　
　
弓
鯖
蔑

　
　
　
蝉
a
9
円

O
，
鴨
四
ち

◎
，
五
九
％

O
．
劇
穴
物

、
…
…
…
幅
…
…
顧
。
輪
…
…
…
…
雛
…
岬
…
℃
…
…
…
…
＝
膨
…
…
一
…
囎
噂
．
．
…
鵬
騨
一
鱒
”
鱒
三
三
．
鱒
駒
甲
働
“
…
…
鴨
“
一
騨
一
q
曜
…
鴨
．
．
贈
一
り
噂
…
…
．
曜
ロ
葡
＝
’
…
三
廓
帽
唱
．
囎
印
囎
囎
哺
＝
っ
．
騨
＝
甲
醐
一
…
爾
一
葡
囎
輯
葡
．
“
醐
一
一
幡
”
幅
．
．
嗣
顧
欄
‘
＝
．
一
咽
口
一
哺
輌
脚
葡
岬
哺
“
鰯
．
．
脚
哨
贈
囎
一
q
賜
げ
岬
…
一
．
．

水

道
布

　
　
〈
飲
料
水
の
必
要
性
V

1
次
の
総
務
課
調
べ
の
と
お
り
の
不
足

　
飲
料
水
の
需
要

　
イ
、
引
込
井
戸
（
水
源
縦
横
井
戸
よ

　
　
り
自
宅
に
引
水
し
て
い
る
も
の
）

　
、
◎
上
質
で
あ
っ
て
不
足
し
て
い
な

　
　
　
い
も
の
、
五
六
一
尺
一
五
・
五

　
　
．
。
％

　
　
◎
上
質
で
あ
る
が
不
足
し
て
い
る

　
　
　
も
の
、
八
八
戸
、
二
三
・
六
六

　
　
　
％
，

　
　
◎
質
量
と
も
に
悪
い
も
の
、
一
七

　
　
　
戸
、
四
・
五
七
％

　
ロ
、
自
家
井
戸
（
住
宅
地
内
に
井
戸

　
　
が
あ
る
も
の
）

　
　
◎
上
質
で
あ
っ
て
不
足
し
な
い
も

　
　
　
の
、
一
二
七
戸
、
』
三
四
・
一
四

　
　
　
％

　
　
◎
上
質
で
不
足
し
て
い
る
も
の
、

　
　
　
三
二
一
尺
八
・
六
〇
％

　
　
◎
質
量
と
も
に
悪
い
も
の
、
五
二

設
事
業
の
概

　
　
　
ノ

　
　
　
戸
、
一
三
・
九
八
％

　
ハ
、
総
括
し
て
悪
い
か
不
足
し
て
こ

　
　
ま
る
も
の
、
一
八
九
戸
、
五
〇
・

　
　
八
一
％

乞
伝
染
病
の
予
防
と
生
活
の
向
上

．
イ
、
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
現

　
　
状
で
は
飲
料
水
伝
染
に
対
す
る
防

　
　
疫
が
完
全
に
で
き
な
い
が
、
水
道

　
　
布
設
に
よ
り
防
疫
が
容
易
で
完
全

　
　
と
な
る
。

　
ロ
、
炊
事
場
が
整
理
改
善
さ
れ
揚
水

　
　
等
主
婦
の
労
力
が
は
ぶ
け
、
教
養

　
　
生
活
文
化
の
向
上
が
で
き
る
ゆ

3
防
水
設
備
に
も

　
イ
、
現
在
の
消
火
栓
で
は
浦
町
の
火

　
　
災
や
大
火
の
場
合
に
全
く
用
を
な

　
　
さ
な
い
の
で
、
町
内
一
円
に
わ
た

　
　
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
消
火
栓

　
　
整
備
で
は
補
助
金
も
起
債
も
な
く

　
　
自
主
財
源
で
は
で
き
な
い
が
、
水

要　　
道
布
設
事
業
と
並
行
し
て
実
施
す

　
　
れ
ば
財
政
的
に
も
容
易
と
な
り
防

　
　
火
設
備
も
完
備
さ
れ
る
。

　
　
〈
工
　
事
V

◎
需
要
水
量
の
湧
水
水
源
が
あ
れ
ば
よ
、

　
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
い

　
た
め
渋
海
川
の
流
水
を
使
用
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
渋
海
川
桶
場
附
近
に
二
本
の
集
水
井

　
戸
が
堀
ら
れ
ま
す
。
集
水
井
戸
に
集

　
っ
た
水
は
自
然
流
下
に
よ
り
集
水
桝

　
に
集
ま
り
ポ
ン
プ
で
近
く
の
山
頂
に

　
揚
水
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
気
ば
く
槽

　
に
よ
り
鉄
分
が
除
か
れ
更
に
ろ
過
機

　
で
ろ
過
さ
れ
殺
菌
さ
れ
て
飲
料
水
と

　
な
り
貯
水
池
に
流
下
し
、
主
管
線
（

　
略
図
参
照
）
を
通
っ
て
各
家
庭
に
配

　
水
さ
れ
ま
す
。

◎



①

◎
工
事
に
要
す
る
経
費
は

　
　
一
、
水
源
施
設
費

　
　
　
　
　
二
、
八
五
七
、
O
O
O
円

　
　
二
、
澤
水
施
設
費

　
　
　
　
　
四
、
二
四
三
、
○
O
O
円

　
　
三
、
配
水
施
設
費

　
　
　
　
　
七
、
一
〇
〇
、
O
O
O
円

　
　
四
、
浮
水
場
整
地
・
事
務
費

　
　
　
　
　
二
、
五
五
五
、
○
○
○
円

　
　
五
、
各
戸
引
込
費

　
　
　
　
，
二
、
五
〇
〇
、
○
○
○
円

　
　
合
　
計

　
　
　
　
一
九
．
二
五
五
、
○
○
○
円

◎
こ
の
経
費
の
財
源
は

　
　
一
、
国
庫
補
助
金

　
　
　
　
　
三
、
八
三
〇
、
○
○
○
円

　
．
・
二
、
町
賃
（
町
の
借
入
金
）

　
　
　
　
　
・
六
、
九
〇
Q
、
○
○
○
円

　
　
三
、
町
費
（
町
の
繰
出
金
）

　
　
　
　
　
一
、
九
八
一
、
四
五
〇
円

　
・
四
、
寄
付
金
（
地
元
負
担
）

　
　
　
　
　
六
、
五
四
三
、
五
〇
〇
円

　
〕
〈
維
持
と
管
理
V

，
維
持
と
管
理
は
町
で
行
う
こ
と
に
な

う
ま
す
。
水
道
の
使
用
料
は
別
表
を
見

て
下
さ
い
。
．
こ
の
水
道
は
四
、
○
○
○

人
給
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水道布設主管纏醒置略図
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昭
和
三
十
六
年
度
の
税
金
に
つ
い
て

拷・
今
年
は
昨
年
と
同
様
の
税
率
で
（
固

定
資
産
税
百
分
の
二
、
町
民
税
平
均
税

率
百
分
の
三
・
六
）
固
定
資
産
税
、
町

民
税
が
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
η
税
収
入
額
は
両
税
共
多
少
の
自
然

増
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
の
で
両
税
目
合

せ
て
二
一
、
〇
三
九
千
円
と
な
り
、
昨

年
の
一
九
、
七
九
八
千
円
よ
り
一
、
二

四
一
千
円
程
度
増
額
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
の
増
加
は
．
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
時
価
額
の
上
昇
も
あ
っ
て
資
産
価
値

が
三
％
程
度
全
体
と
し
て
多
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
評
価
の
昨
年
度
六
五

〇
、
O
Q
O
千
円
に
対
し
六
七
二
、
○

解
説
し

て
下

○
○
千
円
で
二
二
、
○
○
○
千
円
の
課

税
標
準
と
し
て
多
く
な
り
税
額
で
四
四

〇
千
円
増
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
o

町
民
税
に
つ
い
て
は
税
収
の
、
の
び
を

八
O
Q
千
円
程
度
多
く
見
込
ん
で
昨
年

の
六
、
六
五
四
千
円
に
対
し
七
、
四
五

五
千
円
に
増
加
計
算
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
の
税
収
の
、
の
び
に
対
応
す
る
所
得

も
矢
張
ヴ
増
加
さ
れ
る
も
の
と
し
て
昨

年
の
一
五
Q
、
○
○
○
千
円
に
対
し
本

年
一
六
五
、
一
〇
八
四
千
円
と
一
五
、
○

○
○
千
円
の
課
税
標
準
が
多
く
算
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
所
得
の
増
加
が

見
ら
れ
て
お
る
職
種
は
勤
労
所
得
で
俸

給
、
給
与
、
賃
金
等
出
稼
牧
入
も
含
め

多
少
の
増
加
が
現
れ
、
商
工
庶
業
等
も

増
加
さ
れ
る
も
の
と
し
て
自
然
増
の
中

に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
農
業
所
得
は

．
年
々
増
加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

　
　
　
ヤ

さ
㌧

年
の
実
態
を
見
る
と
相
当
後
退
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
農
業
以
外
の
職
種
の
所

得
が
減
少
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
減
少
額

を
九
バ
ー
し
更
に
多
少
の
増
加
所
得
と

な
づ
て
お
り
ま
す
の
で
総
体
と
し
て
昨

年
よ
り
税
収
の
増
加
が
予
算
化
さ
れ
た

訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
増
収
分
も
実

質
的
な
税
負
担
と
し
て
昨
年
よ
り
附
加

加
重
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
に
対

応
す
る
基
礎
的
な
所
得
が
多
く
な
っ
た

計
数
に
対
比
さ
れ
て
現
れ
九
も
の
で
、

必
ず
し
も
そ
の
分
の
負
担
比
重
が
強
く

な
っ
た
訳
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
所
得
生
産
の
経
理
か
ら
し

て
も
そ
の
所
得
を
生
み
出
す
源
泉
に
お

い
て
経
費
単
位
が
各
々
上
昇
さ
れ
た
こ

と
に
依
っ
て
必
然
的
に
増
加
さ
れ
、
税

の
負
担
額
も
そ
の
所
得
の
構
成
径
緯
の

中
で
経
費
数
に
含
ま
れ
て
お
る
こ
と
か



犠
、

（

￥

ら
行
政
量
に
特
異
が
な
い
限
り
社
会
経

費
と
し
て
所
得
の
増
減
と
共
に
税
の
比

重
も
対
比
さ
れ
る
循
環
的
な
名
目
数
の

上
昇
と
も
考
え
ら
れ
又
、
別
な
行
政
投

資
の
中
で
効
用
さ
れ
る
税
の
還
元
度
と

公
共
施
設
の
受
益
性
と
共
に
必
ず
し
も

増
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
点

が
多
か
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
本
年
財
政
収
入
額
は
別
項
詳

細
説
明
の
通
り
六
六
、
八
九
五
千
円
に

対
し
一
一
、
四
〇
〇
千
円
の
増
額
と
な

り
七
八
、
三
〇
一
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
総
額
収
入
中
税
収
は
三
一

・
一
％
の
収
入
比
で
二
四
、
三
六
六
千

円
と
な
り
一
、
三
二
三
円
の
昨
年
よ
り

税
収
噌
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年

々
こ
の
財
政
収
入
の
増
と
共
に
税
収
の

増
も
行
政
量
の
増
加
支
出
に
比
例
し
て

多
く
な
る
傾
向
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
収
入
で
出
来
る
丈
行
政
投
資
に
向

け
効
率
な
受
益
性
予
算
に
な
る
よ
う
別

項
歳
出
予
算
に
よ
り
右
の
様
に
行
政
費

目
の
増
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
コ
し
た

が
っ
て
税
率
の
単
位
も
税
収
の
増
も
敢

て
そ
の
ま
』
予
算
化
さ
れ
た
訳
で
あ
り

ま
す
。

　
税
金
の
課
挽
状
況
は
大
要
前
記
の
通

り
で
す
が
個
々
の
算
定
で
は
固
定
資
産

で
、
納
税
者
の
所
得
資
産
の
評
価
総
額

に
百
分
の
二
の
税
率
を
適
用
い
た
し
て

お
り
ま
す
Q
田
に
お
い
て
は
反
当
最
高

三
九
、
四
〇
〇
円
で
反
当
り
税
額
七
八

○
円
、
最
低
一
二
、
六
〇
〇
円
で
二
五

〇
円
、
卒
均
二
六
、
三
〇
Q
の
評
価
で

五
二
〇
円
の
税
額
。
畑
で
は
反
当
最
高

一
九
、
九
〇
〇
円
で
税
額
四
〇
〇
円
、

最
低
一
、
二
八
○
田
で
二
五
円
、
平
均

七
、
二
五
〇
円
で
一
四
五
円
。
宅
地
坪

当
最
高
五
七
三
円
の
評
価
で
一
一
円
、
・

最
低
六
〇
円
で
一
円
、
平
均
一
五
五
円

で
三
円
。
家
屋
最
高
坪
当
四
、
五
〇
〇

円
で
九
〇
円
、
最
低
七
三
〇
円
で
一
四

円
、
平
均
二
、
五
三
五
円
で
五
〇
円
の

割
で
評
価
及
び
税
額
を
計
算
致
し
て
お

り
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て
は
特
に
時
価

と
の
差
を
三
分
の
一
程
度
に
止
め
、
税

負
担
に
適
正
さ
れ
る
よ
う
課
挽
時
価
を

採
用
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
挽
は
個
々
の
年
所
得
よ
り
九
万

円
の
基
礎
控
除
を
行
っ
た
も
の
を
課
税

標
準
ど
し
て
所
得
の
段
階
別
に
三
が
円

以
下
百
分
の
（
二
・
八
）
、
三
万
円
以

上
（
三
・
三
）
、
五
万
以
上
（
四
・
○

）
、
八
万
以
上
（
四
・
七
）
、
十
五
万

以
上
（
五
・
五
）
、
二
〇
万
以
上
（
六

・
○
）
、
三
〇
万
以
上
（
七
・
○
）
、

五
〇
ガ
以
上
（
八
・
○
）
、
八
○
万
以

上
（
九
・
○
）
と
云
う
税
率
で
最
高
実

質
枕
率
七
・
五
を
限
度
と
し
た
超
過
累

進
で
計
算
さ
れ
た
税
額
か
ら
扶
養
人
員

の
数
丈
一
人
当
一
〇
〇
円
税
額
控
除
を

し
て
納
入
税
額
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
均
等
割
は
老
令
者
六
五
才
、
妻
等

を
除
外
し
た
成
年
者
を
対
象
と
し
て
一

人
三
〇
〇
円
の
割
で
課
税
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
所
得
割
の
所
得
の
算
定
は
色

々
細
か
い
規
定
が
あ
り
ま
す
が
一
般
に

適
用
さ
れ
て
お
る
給
与
所
得
に
は
、
収

入
額
よ
り
二
五
％
の
勤
労
控
除
を
行
っ

た
も
の
を
前
記
の
挽
率
を
求
め
計
算
い

た
し
ま
す
。
但
し
四
〇
万
以
上
の
分
の

収
入
は
一
δ
．
％
の
控
除
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
農
業
所
得
は
昨
年
の
不
作
で
生
産

量
に
伴
う
固
定
経
費
の
み
が
摺
加
さ
れ

た
形
に
な
り
俵
当
り
の
価
格
も
多
少
低

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
田
の
所
得
は
米

の
実
収
高
を
保
有
量
と
供
出
量
に
区
分

し
俵
当
り
保
有
米
は
二
、
九
六
〇
円
、

供
出
米
は
二
、
五
二
〇
円
で
計
算
さ
れ
．

ま
す
。
こ
の
両
者
の
差
は
供
出
米
に
対

し
て
は
俵
当
り
四
四
Q
円
の
予
約
減
税

措
置
が
認
め
ら
れ
て
お
る
か
ら
で
す
。

畑
は
反
当
り
六
、
○
○
○
円
、
そ
の
他

副
業
所
得
は
、
特
に
家
畜
で
は
収
入
金
，

額
の
三
五
％
程
度
が
必
要
経
費
と
な
り

収
入
額
の
明
確
性
が
現
わ
れ
な
い
も
の

は
頭
当
り
李
均
慣
に
よ
り
養
蚕
所
得
は

収
入
金
額
の
四
五
％
が
必
要
経
費
と
し

て
計
算
に
な
り
ま
す
。
出
稼
所
得
は
給

与
所
得
の
例
に
よ
り
事
業
所
よ
り
の
支

払
調
書
に
基
い
て
計
算
に
な
り
ま
す
が

生
活
諸
費
を
負
担
す
る
事
業
所
勤
務
の

場
合
は
給
与
額
に
そ
の
生
活
費
三
、
六

〇
〇
円
程
度
乗
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
商
工
庶
業
の
所
得
は
各
々
記
帳
経
理

が
な
さ
れ
て
お
り
そ
の
実
態
を
求
め
、

年
間
業
務
成
果
の
申
告
調
書
に
よ
り
適

正
な
均
衡
課
税
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
色
々
あ
り
ま
す
が
、
四
月
中

旬
頃
が
所
得
申
告
の
時
期
に
な
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
御
留
意
の
上
、
正
し
い

申
告
を
頂
い
て
適
正
な
衡
平
課
税
が
出

来
ま
す
様
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
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四
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

納
入
が
始
ま
り
ま
す
。

　
納
入
は
、
前
納
と
毎
月
納
入
と
の
二

種
類
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険

料
は
二
〇
才
か
ら
三
五
才
未
満
、
一
ケ

月
一
〇
〇
円
、
三
五
才
以
上
は
一
ケ
月

一
五
〇
円
で
す
。
前
納
は
「
年
」
を
単
位

と
し
て
十
年
以
内
か
將
来
の
全
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
一
定
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。
方
法
は
保
険
料
前
納
甲

込
書
に
国
民
年
金
手
帳
を
添
え
て
申
込

み
ま
す
と
保
険
料
納
入
告
知
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
こ
の
告
知
書
に
よ
り
納
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
月
分
か
ら

前
納
希
望
の
人
は
四
月
十
日
ま
で
に
申

出
て
下
さ
い
。
割
引
表
は
嘱
託
員
さ
ん

宅
に
あ
り
ま
す
か
ら
御
相
談
下
さ
い
。

毎
月
納
入
は
保
険
料
納
入
通
知
書
に
現

金
を
添
え
て
嘱
託
員
さ
ん
に
届
け
て
下

さ
い
。

※
被
保
険
者
異
動
の
届
出

　
⑦
本
人
が
他
市
町
村
に
住
所
を
移
し

　
　
た
と
き
は
、
そ
の
市
町
村
役
場
へ

　
　
住
所
変
更
届
け
を
し
て
下
さ
い
。

　
＠
氏
名
の
変
っ
た
と
き
も
届
出
て
下

　
　
さ
い
。

　
◎
厚
生
年
金
等
に
加
入
又
は
睨
退
し

　
　
た
時
も
そ
れ
ぞ
れ
届
け
て
下
さ
い

　
㊦
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
届

　
　
け
て
下
さ
い
。

※
今
年
か
ら
新
ら
し
く
被
保
険
者
と
な

　
⑦
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

　
　
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
出

　
　
生
者
は
二
〇
才
に
達
し
た
と
き
に

　
　
届
出
て
下
さ
い
。

　
＠
以
前
か
ら
厚
生
年
金
等
に
加
入
し

　
　
て
い
た
人
が
睨
退
し
た
と
き
は
そ

　
　
の
人
と
配
隅
者
は
届
け
て
下
さ
い

以
上
概
略
で
あ
り
ま
す
が
不
明
な
点
は

国
民
年
金
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
る
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

⑤



⑥

火

簸
．

の

　
春
さ
き
は
火
災
の
多
い
月

で
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
／
＼
の
不
注

意
、
油
断
か
ら
父
祖
伝
来
の

家
が
、
粒
々
辛
苦
し
て
建
て

ら
れ
た
家
が
一
瞬
の
う
ち
に

灰
に
な
っ
た
の
で
は
…
…
…

　
昨
年
一
年
は
無
火
災
で
し

た
。
今
年
は
？
　
そ
れ
は
皆
さ
ん

が
一
日
く
を
火
の
お
そ
ろ

し
さ
を
自
覚
し
て
万
全
の
注

意
を
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
り

ま
す
。
　
　
・

、

聯
嘱
廼
　

轄　
・
藪
難
欝
，
、

用

心

　
無
火
災
記
録
延
長
の
た
め

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
御
努
力
に
お
報

い
す
る
た
め
今
年
か
ら
無
火

災
部
落
の
表
彰
を
別
掲
基
準

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

　
四
月
一
日
か
ら
一
週
間
は

火
災
予
防
週
間
で
す
。

　
「
取
灰
」
、
　
「
留
守
に
す

る
と
き
の
残
火
」
、
　
「
子
供

の
火
あ
そ
び
」

　
春
さ
き
の
ポ
カ
ノ
＼
し
た

陽
気
に
お
ど
り
だ
す
火
の
子

を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

灘’

・z

．嬉

徽

N
，
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，
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写
　
眞
説
　
明

①
四
月
一
日
か
ら
全
日
制
高
校
と
し

　
て
発
足
し
た
校
舎
の
全
景
で
あ
る
。

　
全
日
制
第
一
回
の
入
学
試
験
は
定
員

　
九
〇
名
を
起
え
る
受
験
者
を
集
め
て

　
三
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
二
日
間

　
に
行
な
わ
れ
た
。

②
　
各
校
で
卒
業
式
。
三
月
＋
六
日
高

　
校
の
卒
業
式
を
始
め
と
し
て
、
町
内

　
　
　
ノ

　
十
一
校
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
小

　
学
校
三
九
八
名
、
中
学
校
二
三
五
名

　
高
校
、
五
九
名
の
卒
業
生
が
上
級
学

　
校
や
社
会
に
送
り
出
さ
れ
た
。

③　大

雪
も
降
り
や
ん
だ
三
月
上
旬
、

　
各
学
校
で
公
民
舘
が
後
援
し
て
雪
の

　
芸
術
が
開
か
れ
た
。
　
（
写
真
は
松
代

　
中
学
校
作
品
の
鈴
も
ち
猿
）

「
1
．
1
．
1
．
ー
．
ー
．
ー
．
ー
．
］
．
1
．
1
。
」
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警
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内
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l
i　　表彰規定
　第2条平素ノく災の予防に努め、その区域

　　　災の発生がなく他の模範となる部落に
1は畝の区分により表彰する・

1
　　1表彰状を授与し表彰するもの
■

　　　　イ戸数300戸以上　　　　　　　5

【　　　　・戸数200戸以上300戸未満　　　7
　　　　ハ戸数100戸以上200戸未満　　10ロ

1　二戸数4・戸以上…戸未満・5
　　　　ホ戸数40戸未満　　　　　　　20

　　2表彰状及び記念品を授与し表彰するも

　　　　イ戸数300戸以上　　　　　　10
　　　　ロ戸数200戸以上300戸未満　　14
1　一戸数…戸以上2・・戸未満2・
　　　　二戸数40戸以上100戸未満　　　30

　　　　ホ戸数40戸未満　　　　　　　40

0ー9＿9＿．＿齢＿、＿．＿．＿盒＿

，
　
　
　
　
一

年
年
年
年
年
の
年
年
年
年
年
・

5
7
1
0
め
2
0



補
」

，
く
》

部落別無火災記録
　　　　　（36・ユ・1現在）

最終火災年月日

　昭30．7．22
　昭2．3．17
　日召28。12．16

　昭2｛．1．4
　　不　明
　　不　明’
　文政13．

　　不　明
　昭2（1．4．24

　昭34．10．18

　昭3．5
．昭25；2．28
　日召30．7．1δ

　大8．4．7
　昭30．11．19
　日召34．3．28

　明45．7。14
　日召34．3．24

　　不　明
　大11．4．9
　　不　明
　日召苓3．5．7

　昭25．12．17
　大11．11
　昭31．9．25
　昭22．11
　昭34．12．21
　日召30．2．22
　昭コ7。1（》．尉

　昭26．2．12
　昭14．11
　昭19．11．4
　日召28．2．11

　閉44．
　明40．
　大10．

　明42．
　昭3．
　昭33．11．7・
　日召29．1．28

無火災年数

　　5
　　33

　　7
　　11
　不明
　不明
　130
　不明
　　9
　　1
　　32
　　10

　　5
　　41

　　5
　　1
　　48

　　1
　不明
　　38
　不明
　　2
　　10
　　38

　　4
　　13

　　1
　　5
　　8
　　9
　　21
　　16

　　7
　　49
　　53
　　39
　　51
　　32

　　2
　　6

数
5
4
3
7
2
8
5

2
3
7
2
2
2

5
輸
9
2
3
0
5
2
7
0
4
1
8
2
9
5
1
9
6
2

7
1
6
2
7
1
0
3
8
6
5
4

2
触
5

3
18
29
77
40
2
7
1
3
9
2
5

5
2
4
2
8
3
9
3

4
酢
6

7
5
9
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倉
納
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平
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生
明
島
立
野
所
　
　
原

落
．
荒
　
屋
之
　
　
　
桐
　
野
溺
訪
　
　
良
、
濁
茄

部
松
小
太
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田
小
池
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千
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会
清
桐
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東
海
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台

　
例
年
に
な
い
大
雪
の
為
家
畜
の
飼
育

管
理
に
つ
い
て
も
大
変
な
事
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
雪
消
え
が
遅
く
な
れ
ば
一

戸
畜
舎
の
清
潔
と
保
温
に
留
意
し
て
家

畜
の
健
康
に
努
め
、
春
の
活
動
期
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
又
飼
料
に
つ
い
て
も
長
い
冬
期
間
の

変
化
の
な
い
飼
料
配
合
に
よ
り
食
欲
の

減
退
を
来
た
し
て
い
る
の
、
で
飼
育
管
理

に
伴
っ
て
、
飼
料
も
変
化
に
富
ん
だ
多

種
配
合
を
研
究
し
た
い
。

※
繁
殖
牛

　
　
分
娩
期
に
入
っ
て
今
が
一
番
大
切

　
な
時
期
で
管
理
面
に
は
細
心
の
注
意

　
を
は
ら
い
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し

　
飼
料
は
上
質
の
蛋
白
質
系
の
も
の
を

　
与
え
る
が
、
分
娩
前
二
十
日
頃
よ
り

　
は
減
飼
し
て
上
質
乾
草
を
主
と
し
た

　
配
合
に
切
替
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
在
胎
目
数
は
多
少
の
前
后
が
あ
っ

　
て
も
大
体
二
八
五
日
で
分
娩
す
る
。

　
　
分
娩
が
始
っ
た
な
ら
余
り
大
騒
ぎ

　
せ
ず
静
か
に
し
て
、
み
だ
り
に
近
寄

　
ら
な
い
様
に
し
た
い
が
充
分
の
注
意

　
は
し
て
い
た
い
。

　
　
助
産
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
て
ず
、

　
遅
れ
ず
で
、
こ
の
状
勢
判
断
の
見
き

　
わ
め
が
肝
要
で
あ
り
異
常
と
思
わ
れ

　
る
場
合
に
は
、
熟
達
し
た
経
験
者
に

　
判
断
し
て
戴
ぐ
か
、
技
術
者
に
依
頼

　
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
分
娩
后
の
注
意
と
し
て
、
後
産
は

　
娩
出
し
た
ら
取
去
り
親
牛
に
食
べ
ら

　
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
分
娩
后
十

　
二
時
間
以
上
も
後
産
の
娩
出
し
な
い

　
時
は
、
獣
医
師
に
依
頼
し
て
取
出
し
、

　
て
も
ら
う
。
飼
料
は
過
急
に
与
え
ず

　
消
化
の
よ
い
良
質
飼
料
を
漸
次
噌
加

　
し
て
栄
養
を
与
え
体
力
の
恢
復
に
務

　
め
た
い
。

※
肥
育
牛

　
　
肥
育
も
仕
上
期
に
入
り
ま
し
た
。

　
松
代
の
肥
育
市
場
は
四
月
二
十
七
日

　
で
す
の
で
こ
れ
に
備
え
て
計
画
的
な

仕
上
げ
を
す
べ
く
準
備
し
て
下
さ
い

食
欲
も
減
退
し
て
来
て
お
り
ま
す
の

　
で
、
消
化
の
良
い
上
質
飼
料
を
与
え

　
手
入
れ
、
運
動
と
共
に
食
欲
噌
進
を

計
り
有
効
飼
料
給
与
に
努
め
た
い
。

　
又
次
の
肥
育
の
素
牛
に
つ
い
て
研
先

　
し
そ
の
対
策
に
つ
い
て
準
備
を
し
た

　
い
。

※
豚
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繁
殖
豚
か
肉
豚
か
を
は
っ
き
り
さ

　
せ
て
購
入
し
そ
の
飼
育
方
法
を
研
究

　
し
、
計
画
を
立
て
～
実
施
し
た
い
。

　
、
仔
豚
は
体
の
抵
抗
力
が
弱
い
の
で

　
飼
料
の
変
化
に
よ
り
発
育
が
遅
れ
ま

　
す
の
で
購
入
し
た
直
后
の
飼
料
に
つ

　
い
て
は
良
く
研
究
し
て
急
激
な
飼
料

　
変
化
を
し
な
い
よ
う
、
冷
た
い
飼
料

　
消
化
の
悪
い
飼
料
、
又
「
ス
キ
間
」

　
風
等
の
管
理
の
不
注
意
に
よ
り
、
下

　
痢
、
腸
カ
タ
ル
等
に
な
り
易
い
の
で

　
注
意
し
た
い
。

※
鶏
　
　
冬
期
間
、
寒
さ
、
日
光
浴
不
足
、

　
青
物
類
の
不
足
、
等
に
よ
り
産
卵
率

が
悪
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
出
来

　
得
る
限
り
、
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
環

　
境
を
良
く
し
て
や
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

　
　
鶏
飼
育
の
コ
ツ
と
し
て
駄
鶏
淘
汰

　
が
必
要
で
こ
れ
を
的
確
に
行
う
事
が

　
産
卵
率
の
向
上
と
、
採
算
に
合
っ
た

　
養
鶏
に
す
る
こ
と
で
、
専
門
家
に
教

　
示
し
て
戴
い
て
実
施
し
、
そ
の
補
充
．

　
と
し
て
春
雛
の
購
入
、
育
雛
計
画
を

　
立
て
進
み
た
い
も
の
で
す
。
育
雛
は

　
温
度
と
病
気
に
特
に
注
意
す
べ
き
で

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
技
術
者
に
実
施
に

　
指
導
し
て
戴
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
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家塞量．眞臆2些黒r

受
胎
調
節
指
導
員
に
御
相
談
を

　
近
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞

れ
た
長
い
冬
で
し
た
が
、
彼

岸
と
共
に
漸
く
春
め
い
て
参

り
ま
し
た
。

　
数
年
来
家
族
計
画
と
云
う

事
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が

掛
声
倒
れ
の
傾
も
随
分
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨
年

か
ら
厚
生
省
が
此
の
事
業
を

町
村
に
移
し
て
実
績
の
上
る

よ
う
援
助
す
る
方
式
を
と
り

着
実
に
そ
の
効
果
を
あ
げ
て

い
る
町
村
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
東
頸
城
郡
も
三
十
六
年
度

は
、
全
町
村
が
県
の
指
定
地

区
と
な
り
ま
し
た
。
松
代
町
で
も
予
算

を
計
上
し
て
此
の
事
業
を
進
め
て
行
く

、
事
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
二
十
八
目
、

町
長
を
交
え
た
全
町
指
導
員
（
助
産
婦

）
の
第
一
回
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
い
く
ら
指
導
員
が
頑
張
っ
て
も

皆
様
の
御
協
力
が
な
く
て
は
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
事
で
す
か
ら
何
卒
よ
く
そ

の
意
味
を
理
解
さ
れ
て
明
る
く
て
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
指
導
員
と
は
助
産
婦
の
事
で
、
此
の

人
達
は
幾
日
も
の
講
習
を
受
け
た
上
、

受
胎
調
節
実
地
指
導
員
と
云
う
資
格
を

得
ら
れ
た
人
で
す
。

　
新
年
度
、
婦
人
会
支
部
長
さ
ん
と
お

話
し
合
い
の
上
、
指
導
員
が
各
部
落
を

巡
回
指
導
ρ
集
団
及
び
個
人
）
す
る
か

或
は
全
部
落
で
は
範
囲
が
広
く
て
指
導

が
て
っ
て
い
し
な
い
か
ら
御
申
出
の
あ

っ
た
部
落
に
だ
け
、
出
向
い
て
行
く
事

に
す
る
か
と
、
大
体
二
つ
の
方
法
が
定

り
ま
し
た
。

　
厚
生
省
の
許
可
に
よ
り
指
導
員
は
受

胎
調
節
の
器
具
、
薬
品
を
皆
様
に
お
売

り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
慣
の
二

割
引
で
而
も
指
導
員
か
ら
器
具
、
薬
品

を
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
そ
こ
に

指
導
が
つ
き
ま
す
か
ら
効
果
も
一
暦
確

実
と
な
る
訳
で
す
。
　
ρ
指
導
料
は
当
分

役
場
で
支
払
わ
れ
ま
す
）

　
妊
娠
出
産
で
一
番
身
近
か
な
皆
様
の

相
談
相
手
と
な
る
指
導
員
に
何
事
も
気

軽
く
相
談
さ
れ
て
目
に
見
え
な
く
共
、

一
人
の
児
の
命
を
失
う
事
の
な
い
よ
う

に
亦
自
ら
母
性
の
誇
を
す
て
る
事
の
な

い
よ
う
に
健
康
な
体
で
毎
目
を
元
気
に

彷
か
れ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
尚
特
に
支
部
長
さ
ん
始
め
五
十
才
以

下
み
女
の
方
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は

東
頸
城
全
町
村
が
同
じ
様
式
で
家
族
計

画
実
態
調
査
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た

の
で
御
多
忙
で
し
よ
う
が
あ
り
の
ま
』

を
御
記
入
下
さ
い
ま
し
て
何
分
の
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
云
う
迄
も
な

く
無
記
名
で
秘
密
は
絶
対
守
ら
れ
ま
す

△
指
導
員
　
菅
井
ハ
ル
（
松
代
》
、
万
羽

　
　
・
ヒ
デ
（
松
代
）
、
秋
山
フ
サ
ノ
（
松

　
　
代
）
、
柳
節
（
菅
刈
）
、
柳
喜
代
（
犬

　
　
伏
）
、
武
田
チ
エ
（
名
平
）
、
米
持

　
　
巴
（
室
野
）

露
樹
の
伐
探

に
つ
い
て

　
農
政
国
会
と
ま
で
云
わ
れ
ま
し
た
程

に
重
要
な
農
業
基
本
法
案
は
既
に
国
会

で
も
、
ま
た
地
方
に
於
い
て
も
各
政
党

の
論
戦
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
私
共
も
真
剣
に
そ
れ
を
注
視

し
て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
如
何

よ
う
に
修
正
さ
れ
て
成
立
致
し
ま
し
て

も
、
お
い
そ
れ
、
と
云
っ
て
直
ち
に
飛

び
付
け
る
よ
う
な
内
容
で
も
な
さ
そ
う

で
す
。

　
そ
こ
で
先
づ
法
律
に
基
か
な
い
で
何

時
で
も
出
来
る
簡
単
な
よ
う
で
仲
々
出

来
な
い
、
而
も
農
作
物
の
塘
産
に
果
す

役
割
の
比
較
的
重
要
な
次
の
こ
と
を
是

非
実
行
し
て
載
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
は
「
購
樹
の
伐
採
一
で
す
。

露
樹
と
云
っ
て
も
自
分
の
所
有
す
る
立

木
で
自
分
の
農
作
物
の
露
樹
を
指
す
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
こ
れ
も
大
切
、

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
自
分

の
み
の
こ
と
で
あ
り
、
他
人
に
関
係
の

な
い
こ
ど
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
N
で

は
農
作
物
の
露
樹
が
他
人
の
所
有
に
属

す
る
も
の
を
指
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

誰
し
も
自
分
の
立
木
が
他
人
の
農
作
物

に
与
え
て
い
る
被
害
な
ど
は
考
え
る
為

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
若
し
数
多
く

の
人
の
中
に
そ
の
被
害
を
画
心
よ
し
」

と
し
で
い
る
者
が
居
っ
た
と
し
た
ら
そ

れ
こ
そ
塘
産
の
敵
と
も
云
え
ま
し
よ
う

　
よ
く
考
え
て
み
る
と
案
外
自
分
の
立

木
が
欝
樹
と
な
っ
て
他
人
の
農
作
物
に

与
え
て
い
る
被
害
は
多
い
も
の
で
す
。

被
害
者
が
自
分
の
作
物
の
露
樹
だ
か
ら

と
云
っ
て
他
人
の
立
木
を
無
断
で
伐
採
，

す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
し
、
直
接
立

木
の
所
有
者
に
露
樹
の
伐
採
を
申
出
る

こ
と
は
仲
々
話
し
に
く
い
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
お
亙
い
に
被
害
者
の
立
場
を

充
分
考
え
て
積
極
的
に
こ
の
こ
と
を
実

行
に
移
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
農
業
委
員
会
）
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恥

　
ほ

　
レ
ロ
ロ
き
ノ
ヤ
ヨ
ぽ
つ
も
き
ど
ち
コ
ぽ
の
し
ロ
ロ
じ
ロ
ノ
ヤ
ヨ
ロ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
し
ぶ
み
会
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

○
白
い
歯
を
出
し
て
笑
え
る
雪
眼
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

○
オ
フ
イ
ス
の
一
鉢
皆
な
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水
’

○
故
里
の
吾
子
を
偲
び
つ
ひ
な
ま
つ
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

○
春
寒
や
庁
舎
静
か
に
一
つ
の
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
達
　
治

○
春
め
き
て
峡
に
こ
だ
ま
す
斧
の
音
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

O
あ
ま
だ
れ
の
音
や
わ
ら
か
に
春
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹
　
心

○
ひ
な
納
め
コ
ケ
シ
は
元
の
座
を
得
た

　
り
　
　
　
　
　
．
　
千
年
柳
茶
水

○
水
仙
の
花
に
明
る
し
茶
の
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
柳
静
水

○
水
口
の
し
ぶ
ぎ
を
あ
び
て
蕗
の
苔

（
）
春
日
さ
す
鶏
舎
あ
か
る
く
卵
産
む

　
　
　
　
　
　
　
　
・
室
野
米
持
頑
玉

○
降
り
つ
父
く
雨
に
ゆ
る
め
る
雪
道
を

　
下
校
間
近
べ
妻
の
踏
琢
出
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
久
雄

○
雲
間
よ
り
朝
陽
お
も
む
ろ
に
射
し
来

　
　
り
遍
く
照
ら
す
雪
と
け
の
丘
を

∩
雪
と
け
の
丘
に
小
鳥
等
来
て
遊
ぶ
喜
’

　
　
こ
び
に
み
ち
つ
ば
さ
光
ら
す
、

○
水
禽
の
飛
群
美
は
し
小
雨
ふ
る
渋
海

　
川
す
じ
の
流
れ
に
そ
っ
て

』

ノ，


